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インドの電子図書館と機関リポジトリ

（accessed 2009-01-27）.
⑶ OCLC and CRL. Trustworthy Repositories Audit & Certification:

　Criteria and Checklist. OCLC and CRL, 2007, 94p.
　http://www.crl.edu/PDF/trac.pdf,（accessed 2009-01-27）.
⑷ University of Glasgow. “Enlighten”.
　http://eprints.gla.ac.uk/,（accessed 2009-01-29）.

　近年、情報技術産業の発展が著しいインドではある
が、電子図書館や機関リポジトリ等はどの程度開発さ
れているのだろうか。インドの電子図書館事情につい
て紹介したい。
概要
　インドにおける電子図書館の開発は 1990 年代後半
に始まったとされる⑴。しかし、様々な機関で電子図
書館が公開されるようになったのは、21 世紀に入っ
てからである。
　インドでは、科学技術関係機関や政府機関を中心に
電子図書館の構築が進められてきた（CA1516、E527
参照）。表に、コレクション数の多い電子図書館・機
関リポジトリを示す。現時点では多くが各機関独自で
の構築にとどまっているが、学位論文に関しては、マ
イソール大学の“Vidyanidhi”⑵、大学図書館ネット
ワークセンター（Information and Library Network  
Centre：INFLIBNET）の学位論文総合目録⑶など、複 
数大学の学位論文を収録するデータベースが作成さ
れ、機関を越えた取り組みが行われている。
　公共図書館では目立った電子図書館は存在しない
ようだ。インド国立図書館⑷では、6,600 冊の書籍を電
子化しているが、CD-ROM に収められているだけで、
現時点ではインターネット上で利用することができな

い。数少ない一般市民向けの事業としては、インド
先端電算技術開発センター（Centre for Development 
of Advanced Computing：C-DAC） に よ る“Mobile 
Digital Library”がある⑸⑹。これは、衛星アンテナや
コンピュータ、プリンタ、製本機を搭載した自動車を
地方に派遣し、図書データをダウンロードしてその場
で書籍を作成し、市民に提供する、という事業であ
る。現在のところ、短い物語、フィクション等 105 冊
の図書が対象となっており、インターネットから自由
にダウンロードすることもできる。しかし、インドで
のインターネットの普及は 2007 年度で人口 100 名あ
たり 6.93 名である⑺ことを考えると、多くの人々は電
子図書館へのアクセスが困難である、というのが現実
であろう。
　なお、2008 年 4 月にユネスコから刊行された “Open 
Access to Knowledge and Information: Scholarly 
Literature and Digital Library Initiatives; the South 
Asian Scenario”では、インドのオープンアクセス
サービスとして、電子図書館が 13 プロジェクト、
オープンコースウェア 6 プロジェクト、オープンアク
セス雑誌 6 プロジェクト、メタデータの収集・提供
サービス 5 プロジェクト、全国規模のオープンアクセ
スリポジトリ 5 プロジェクト、機関リポジトリ 19 プ
ロジェクトが紹介されている⑻。
　以下では、インド特有の事情が垣間見える特徴的な
電子図書館と機関リポジトリを紹介したい。
特徴的な電子図書館
・Digital Library of India ⑼⑽

　ミリオンブックプロジェクト（Million Book Project） 
（E727、CA1678 参照）によって電子化された資料
を収録している。このプロジェクトは米国のカーネ
ギーメロン大学が中心になって実施され、インドで
はインド科学大学（Indian Institute of Science：IISc）

出典　Mittal (2008) を元に作成　※レコード数はROAR （accessed 2008-12-17）を参照した。

名　　　称 機　関　名 U　R　L ソフトウェア レコード数 内　　容

ePrints@IISc Indian Institute of Science, Bangalore http://eprints.iisc.ernet.in/ EPrints 7,635
機関の出版物、雑誌論
文、会議録

RRI Digital Repository Raman Research Institute http://dspace.rri.res.in:8080/ DSpace 3,514
C.V. Raman コレクショ
ン、論文等

Dspace@IIA Indian Institute of Astrophysics http://prints.iiap.res.in/ DSpace 3,060 機関の出版物、学位論文

NAL-IR National Aerospace Laboratories Institute http://nal-ir.nal.res.in/ EPrints 2,895
雑誌論文、会議録、テ
クニカルレポート

Niscair Online Periodicals 
Repository

National Institute of Science Communication 
and Information Resources(NISCAIR)

http://nopr.niscair.res.in/ DSpace 2,308 機関の出版物

EPrints@IIT Delhi Indian Institute of Technology, Delhi http://eprint.iitd.ac.in/dspace/ DSpace 2,143 機関の出版物、学位論文

IIMK Digital Library Indian Institute of Management Kozhikode
http://www.iimk.ac.in/gsdl/cgi-
bin/library

GSDL 機関の出版物、電子書籍

ETDigital Library Indian Institute of Technology, Bombay
http://www.library.iitb.ac.in/̃mnj/
gsdl/cgi-bin/library

GSDL 学位論文

Archives of Indian Labour
V. V. Giri National Labour Institute, 
Association of Indian Labour Historians 

http://www.indialabourarchives.
org/home.htm

GSDL
電子化された労働関係
の記録、インタビュー等

表　インドの電子図書館・機関リポジトリ
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やインド情報技術大学（International Institute of 
Information Technology：IIIT）等、多数の機関がス
キャニングに参加している⑾。IISc、IIIT の２サイト
から利用でき、データの一部は重複している。2007
年の時点では、インド国内では 289,000 冊以上の本が
スキャンされており、そのうち 170,000 冊あまりが英
語以外のインドの言語であるとされている⑿。
・Traditional Knowledge Digital Library ⒀

　インドの伝統文化に関する知識を集めた電子図書
館（E293 参照）であり、ヨガやアーユルヴェーダ
に関する資料を収録している。先進国が、インドの
伝統的な医学知識を利用して不正に特許を取得す
ることを防ぐ目的で作成された⒁。国立科学コミュ
ニケーション情報資源研究所（National Institute of 
Science Communication and Information Resources：
NISCAIR）など 4 つの政府機関による共同プロジェ
クトである。
・Kalasampada⒂

　インディラ・ガンディー国立芸術センター（Indira 
Gandhi National Centre for the Arts）による、イン
ドの文化遺産を集めた電子図書館。画像、映像、図
書、手稿類等、多様な媒体の資料を含んでいる。英語
とヒンディー語での検索が可能である。
機関リポジトリ
　機関リポジトリは、上述のように科学技術関係機
関、大学等の研究機関で多く構築されている。ただ
し、表を見ても分かるように、収録されているコンテ
ンツの数は多くない（日本では、レコード数が 10,000
以上の機関が 18 機関ある）⒃。国内に多くの教育研
究機関が存在するにもかかわらず、コンテンツが増え
ない原因としては、電子データの収録が義務化されて
いないことが指摘されており⒄、今後の課題と言える
だろう。
　機関リポジトリの構築にあたっては、全世界でオー 
プンソースのソフトウェアが多く使われており、イン 
ドでも同様である。日本でもよく知られている代表 
的なソフトウェアとしては、DSpace（CA1527 参照）や 
EPrints がある。インド国内での 2007 年後半の調査で 
は、一般に公開されている電子図書館・機関リポジ 
トリのうち、DSpace を使用している機関が 22 機関、 
EPrintsは 11機関、Greenstone Digital Library（GSDL）⒅ 

は 4 機関、機関独自に開発しているのは 5 機関と
の結果が出ている⒆。GSDL とは、発展途上国にお
ける電子図書館の構築を支援する目的で、ニュー
ジーランドのワイカト大学がユネスコとベルギーの
Human Info NGO と協力して開発し、無償で配布し
ているソフトウェアのことである（E744、E873 参
照）。2008 年 12 月時点で 49 言語に対応しており、ベ 

ンガル語、タミル語、マラーティ語、カンナダ語等、 
インドの言語も多数含まれる。インドにおいて
は、インド経営大学コジコデ校（Indian Institute of 
Management, Kozhikode）が中心となって南アジア地
域での普及のサポートを行っている⒇。
課題
　これまでインドで発表された電子図書館に関する
論文は、技術、資料の電子化といった事項に偏ってお
り、人材育成や管理運営、著作権や政策に関するもの
はほとんど見られない21。こういった面での研究が今
後の課題であろう。
　また、インドで使われている言語は、憲法で制定さ
れているものだけでも 22 言語、すべての言語を含め
ると 200 とも 300 とも言われている22。電子図書館に
おいても、欧米言語に限らず多様な言語への対応が必
要である。今後も、インドの電子図書館開発の推移を
見ていきたい。
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はじめに
　今や世界中で膨大なデジタル情報が日々生産されて
いるが、それらを保存し後世に伝えていくには、まだ
数多くの不安要素が解決されず残っている。
　その中には、記録メディアの寿命の問題がある。紙
の本は 1,000 年の時を超えて保存に耐えてきた実績が
あるが、デジタル情報の記録メディアは歴史が浅く、
その寿命について確かなところがわかっていない。
　本稿では、現在の主な記録メディアである光ディス
ク、ハードディスク及びフラッシュメモリについて、
構造や原理を概観した上、その劣化と寿命についてこ
れまでに行われてきた研究等の成果を紹介する。
光ディスク
　CD・DVD 等の光ディスクは安価で大容量のデジタ
ル記録メディアとして盛んに利用されてきた。反射膜
がついた記録層に強いレーザー光を当てて、状態が変
化した部分を作り出すことでデータを記録し、データ
を読み出す時はそこに弱いレーザー光を当て反射光の
変化を読み取るというのが基本的な原理である。
・劣化の原因と寿命
　光ディスクの劣化原因としては、まず高温多湿な環
境が挙げられる。反射膜や記録層に水分が浸入する
と腐食し、データが読み出せなくなることがある。ま
た、記録層に色素を用いている CD-R、DVD-R 等の場
合、一定以上の光を浴びると、色素が分解してデータ
が失われることがある。ゆえに、『IFLA 図書館資料
の予防的保存対策の原則』（CA1680 参照）⑴では、光

ディスクは「涼しくて（温度 20℃以下），適度に乾燥
した（相対湿度 40％）ところで保管しなければなら
ない」「直射日光のもとにディスクを置いてはならな
い」とされている。
　光ディスクは、再生時に一部正しく読み出せない
ビット列があったとしても、同時に記録された誤り訂
正用データを用いてデータを修復することができる。
ただし、この訂正能力にも限界があり、ディスクの
劣化が進んで誤り発生率がある一定の値を超えると、
データの訂正ができなくなる。このとき光ディスクが

「寿命」を迎えることになる。
　日本記録メディア工業会の Web サイトでは、DVD
に記録されたデータの寿命について「通常の使用環
境で 10 年以上持つといわれています」としている⑵。
国内 DVD メーカーの Web サイト等においては「数
十年の保存に耐える」⑶、「DVD-R ディスクの耐久期
間はおそらく 20 年～30 年以上」⑷、「保証するもので
はありませんが 100 年後の寿命予測（生存確率 99%
以上）」⑸等の記載が見られ、保存環境にもよるが、
概ね数十年程度の寿命を想定しているようである。だ
が、問い合わせを行うと 10 年と回答するメーカーが
多かったとの調査⑹もあり、確かなところはわからな
い。
　また、書き換え可能な光ディスクはアモルファス合
金に結晶相と非晶質相を作り出すことによってデータ
を記録しているが、書き換え可能な回数には限界があ 
り、CD-RW、DVD-RW が 1,000 回程度、DVD-RAM が 
10 万回程度といわれている⑺。
・寿命に関する調査研究
　デジタルコンテンツ協会が、国内・海外メーカー製
の数種類の DVD-R、DVD-RAM、DVD-RW について、
温湿度試験、耐光試験、耐ガス試験などから保存寿命
を評価する一連の調査研究を行っている⑻⑼⑽⑾。これ
らで用いられたのは、過酷な条件下で劣化を加速させ
た場合の寿命を測定し、そこから通常使用時の寿命を
推定する加速劣化試験という手法である。
　温湿度試験では、85℃、80℃、75℃、65℃の 4 温度

（湿度はいずれも 80%RH）という条件下でそれぞれの
温度における寿命を求め、常温における寿命の中央
値及び 95% 生存寿命を推定している。中央値のデー
タによると、温度 25℃、湿度 80% の条件下で DVD-R 
が 17 ～ 157 年、DVD-RW が 28 ～ 27,925 年、DVD-RAM 
が 39 ～ 611 年という推定寿命が得られている。
　耐光試験では、太陽光に近い光を連続照射して記録
再生特性を評価している。DVD-R は 8 枚のうち 1 枚
が 48 時間後、もう 1 枚が 120 時間後に、記録層が褪
色し測定できない程劣化した（蛍光灯の下に置いた場
合に換算すると 48 時間は 106 日程度、120 時間は 266




